	受理年月日
	受理番号

	
	




　　　　　　　　　　※受理年月日および受理番号は記入しないでください。

令和７（２０２５）年度　オープンイノベーションセンター大学教職員等交流支援制度報告書
令和　　　年　　月　　日
オープンイノベーションセンター長　殿
大学名・所属機関名・部局：北見工業大学・工学部・社会環境系
職名：　助教　　　　　　　　　　　　　　　
申請者（代表者）：北見　花子　　　　　　　　　　　　
電話番号：0157-26-〇〇〇〇

Eメール：〇〇＠mail.kitami-it.ac.jp
	支援課題
	（例）地盤工学技術を使った圃場精密診断に向けた共同研究検討のため帯広畜産大学訪問


	支援内容


	□　二もしくは三大学での新規連携研究検討
□　実施中の二もしくは三大学連携共同研究に関する競争的研究費への応募等強化検討

□　二もしくは三大学共同研究につながる可能性のある三大学の共用設備や制度の利用

および利用検討

	申請者
（代表者含む３名まで）
	（ふりがな）　
氏　　名   
	大学名・所属先

	
	きたみ　はなこ
北見　花子
	北見工業大学　工学部　社会環境系　助教


	
	（ふりがな）　
氏　　名   
	大学名・所属先

	
	おほーつく　たろう
オホーツク　太郎
	北見工業大学　工学専攻　〇〇〇〇プログラム　M2


	
	（ふりがな）　
氏　　名   
	大学名・所属先

	
	
	

	受け入れ側教員
	（ふりがな）　
氏　　名   
	大学名・所属先

	
	おびひろ　じろう
帯広　次郎
	帯広畜産大学　畜産フィールド科学センター　准教授


	支援期間
	　令和7年　9月21日（○）　～　令和7年　9月　22日（○）

	報告内容

	（400文字以内）
※どのような共同研究の可能性について、いつ誰とどのように検討したか端的にご記載ください。
　●月●日に帯広畜産大学の圃場を訪問し、地盤工学で利用されている〇〇システムを用いて、圃場の土壌水分動態解析が可能か、現場に実機を持ち込み農業に詳しい●●教員と意見交換を行った。実際に予備測定をしてみた所、想定していたレベルでのデータが取得可能であることがわかった。今後、共同研究契約を行うと同時に基礎データを取り、R6年春に関連テーマ財団の競争的資金に応募する予定である。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※以下、事務記入
	精算額：　　　　　　　　　　円


